



















































































































































































































（1996）は，『Learner-centredness as Language Education』の中で，「多様性」を，
「学習目標，学習方法，ニーズ，文化的背景も根ざして学習方法への期待（p29）」
として位置付けている。さらに同様に，学習者中心の流れを踏み日本語教育にその










































①学習者      ②学習内容・学習方法   ③目標社会場面・文化圏 
どのような属性か  ⇒どんな学習を学ぶか   ⇒どこでだれと言語を話すか 
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